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解説

エレキギターの MTS シミュレーション計算はア

コースティックギターと殆ど同じように行えます。

違うポイントと言えば、アコースティックギターは＃

１，＃２弦までがプレーン弦(単線弦)であるに対

して、エレキギターは＃１，＃２，＃３弦がプレー

ン弦となります。

また、＃４，＃５，＃６弦の巻線の材料が、通常

のアコースティックギター弦の場合は ブロンズ が

巻かれていますが、エレキギター弦の場合は ニッ

ケル が巻かれています。 従って、弦の単位長

重量を計算するときに、巻線の材料の密度

（ρ）には ニッケル の 8.0 を使う必要があります。

このページは、それらを使って スケールレングス

648.6 mm の Tele にインストールする MTS シ

ミュレーション計算結果を示しています。

次ページに、弦に関するデータを示します。



解説

このページは、エレキギターの 代表的な弦を ス

ケールレングス 648.6 mm のギターに張った場合

の 弦の張力(Tension)、応力(Stress)と 弦係

数 Ke を計算したものです。

アコースティックギターの場合と大きく違う点は、エ

レキギターの＃３弦はプレーン弦であり、弦の張

力(Tension) が小さく、応力(Stress) も非常に

小さな値となっています。

そのために、弦係数 Ke の値が 408 と大きな値

になり、６本の弦のうち最大の値となっています。

従って、エレキギターでは ＃３弦が一番ピッチの

狂いが激しい・・・ということが分かります。

そのため、前ページのように＃３弦の ナット補正

量 ΔＮ も、＃６弦並みに大きな値とする必要

があります。

同じスチール弦のギターでも、アコースティックギ

ターとエレキギターでは、ナット補正の実態は大き

く変わってくるのです。



解説

このページは、スケールレングス 627.6 mm の

Les Paul にインストールする MTS シミュレーショ

ン計算結果を示しています。

次ページに、弦に関するデータを示します。

前ページの解説を参考に各項目をご覧ください。



解説

Les Paul は、スケールレングス が Tele よりさら

に短いため 弦係数 Ke の値が 436 と、さらに大

きな値となっています。

しかし、その差によって ナット補正量 ΔＮ の値

に違いを持たせる必要はなく、ストリングピローは

同じものが使用できます。

前ページの ナット補正量 ΔＮ の値を、Tele の

場合と比較してください。



解説

このページは、Medium Guage 弦を スケールレ

ングス 648.6 mm のギターに張った場合の MTS

シミュレーション計算結果を示したものです。

＃６弦の 弦係数 Ke は、442 と大きな値と

なっていますが、この場合も、ナット補正量 ΔＮ

の値に違いを持たせる必要はなく、ストリングピ

ローは Tele と同じものが使用できます。

ナット補正量 ΔＮ の値を、Tele の場合と比較

してください。



解説

＃６弦の 弦係数 Ke は、442 と大きな値と

なっています

次章から、MTS のセットアップ方法に入ります。



解説

既存のギターに MTS をインストールするとき、

ナット補正には ストリングピロー を使います。

ストリングピローでなく、ナットにナット補正のステッ

プを設けた オフセットナットのインストール方法は

別途示します。

この図に示した MHTS-ERSP は、ストリング

ピローの厚みが予め所定の厚さに削られていて、

これを使うと第１フレットの弦高が表の数値に無

調整でセットできるものです。

ナットの弦溝は僅かに深くし、ストリングピローに

弦が確実に載るようにします。



解説

このページはサドルの調整方法です。

アコースティックギターと違い、エレキギターのブリッ

ジは、弦の載るサドルピースが、高さの調整と前

後の調整ができる構造になっていますので、簡

単にサドルの補正量 ΔＬ の値をセットアップする

ことができます。

はじめに、前ページの 第１２フレットの弦高になる

ように高さを調節し、次に、オクターブピッチのず

れが完全にゼロ となるように、サドルピースを前

後に移動させて調整すれば完了です。



解説

このページでは、エレキギター用の一般的な弦を

スケールレングス 650 mm のギターに張った場合

の 弦係数 Ke の数値をデータとして掲載してい

ます。

このページは、＃１，＃２，＃３弦のデータです。

＃１，＃２，＃３弦は、巻線の施されていないプ

レーン弦ですので、弦の太さ(ゲージ)が違っても、

Ke の値はすべて同じ数値となります。

ここで注意することは、このデータは スケールレン

グス 650 mm の時のもので、スケールレングスが

変わった場合は少し違った値となります。

実際の MTS シミュレーション計算では、そこで弦

係数 Ke の数値を計算しています。



解説

このページは、＃４，＃５，＃６弦のデータです。

概ね言えることは、弦の太さ(ゲージ)が大きい弦

のKe は、小さな数値となっています。 これは、

ピッチの狂い難い弦といえます。

しかし、芯線と巻線の組み合わせによっては、そ

の傾向が変わるものもあります。



解説

アメリカ発の Buzz Feiten Tuning System と比

較してみましょう。

Buzz Feiten Tuning System では、ナットから

第１フレットまでの寸法を、弦毎ではなく一律に

短縮する・・・というナット補正が行われています。

ナット補正の短縮量 ΔＮ の値は、ギター毎に

定められていて、エレキギターの場合は、各弦す

べて一律に、約0.76 mm 短縮することになってい

ます。

この値は、MTS と比べると ずっと小さな値です。

Buzz Feiten Tuning System をインストールした

エレキギターと、MTS をインストールしたエレキギ

ターのナット補正量 ΔＮ の比較と、サドル補正

の考え方の違いが、上の表です。

理想的な状態にインストールがなされた場合の

ピッチの狂いを比較したものが下のグラフとなりま

す。

＃４，＃５，＃６弦については次ページをご覧くだ

さい。



解説

Buzz Feiten Tuning System の＃６弦などは、

ピッチ誤差が大きく残ってしまうようです。
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